
 

 

1,890円（当センター割引あ

り） 

 

                                   

        

昨
年
の
第
二
四
回
総
会
か
ら
一
年
が
経

ち
ま
し
た
。
二
〇
一
三
年
度
は
「
熱
中
症

の
事
例
・
予
防
対
策
に
つ
い
て
」、「
各
職

場
の
腰
痛
予
防
対
策
～
事
故
対
策
な
ど
具

体
的
な
事
例
に
基
づ
い
て
～
」、「
映
像
で

振
り
返
る
ク
ボ
タ
シ
ョ
ッ
ク
」、「
高
所
作

業
の
対
策
」、「
安
全
衛
生
委
員
会
の
取
組

み
」、「
大
地
震
・
大
津
波
に
ど
う
対
応
す

る
か
」、「
今
職
場
で
問
題
に
な
っ
て
い
る

こ
と
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
安
全
セ
ン
タ
ー

加
入
労
組
・
団
体
の
安
全
担
当
者
を
中
心

に
集
ま
り
、
各
職
場
の
資
料
を
持
ち
寄
り

定
例
交
流
会
を
進
め
て
き
ま
し
た
。 

 

他
に
は
「
そ
の
肺
が
ん
―
石
綿
が
原
因

で
は
」
、
「
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
っ
て
何
な
ん

や
？
」、「
自
転
車
事
故
を
甘
く
見
る
な
」

と
題
し
た
安
全
と
衛
生
の
講
演
会
を
企
画

し
、
参
加
を
呼
び
掛
け
て
き
ま
し
た
。
毎

年
の
一
大
行
事
で
あ
る
ク
ボ
タ
シ
ョ
ッ
ク

か
ら
９
年
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
の
救
済
と
根

絶
を
目
指
す
尼
崎
集
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

労
働
組
合
と
安
全
衛
生
活
動 

 

安
全
セ
ン
タ
ー
の
定
例
交
流
会
の
参
加

者
は
一
〇
人
、
講
演
会
は
三
〇
～
五
〇
人

程
度
で
す
。
一
五
人
の
役
員
体
制
、
一
七

の
加
盟
労
組
・
団
体
、
六
の
賛
助
会
員
か

ら
構
成
さ
れ
る
セ
ン
タ
ー
と
い
う
こ
と
を 

       

考
え
る
と
低
調
気
味
に
な
っ
て
き
て
い
る

こ
と
は
否
め
ま
せ
ん
。
し
か
し
尼
崎
安
全

セ
ン
タ
ー
が
目
指
す
「
安
全
で
健
康
的
な

職
場
環
境
の
確
立
」
は
全
て
の
労
働
者
に

と
っ
て
の
願
い
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

                       

そ
の
時
、
各
職
場
に
お
け
る
労
働
組
合
の

役
割
は
非
常
に
大
き
く
、
安
全
セ
ン
タ
ー

は
そ
の
安
全
担
当
者
が
取
組
み
や
成
果

を
交
流
し
た
り
、
労
組
間
を
ま
た
ぐ
効
果

的
な
学
習
会
を
企
画
し
、
安
全
な
職
場
づ

く
り
を
目
指
す
労
働
者
が
集
ま
る
場
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

 

長
時
間
労
働
（
サ
ー
ビ
ス
残
業
）
、
パ

ワ
ハ
ラ
や
セ
ク
ハ
ラ
が
社
会
的
に
大
き

な
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
昔
か
ら
続
く
腰

痛
や
頚
肩
腕
障
害
、
ア
ス
ベ
ス
ト
、
近
年

で
は
発
ガ
ン
性
の
あ
る
有
機
溶
剤
吸
引

１ 

                      

に
よ
る
胆
管
癌
問
題
、
生
活
の
安
定
を
目

指
す
取
組
み
と
共
に
地
道
で
は
あ
り
ま
す

が
安
全
衛
生
活
動
の
重
要
性
が
見
直
さ
れ

る
べ
き
時
代
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

一
緒
に
や
り
ま
せ
ん
か
？ 

 

今
月
、
尼
崎
安
全
セ
ン
タ
ー
総
会
を
開

催
し
ま
す
（
左
囲
み
）。
誰
で
も
ご
参
加
い

た
だ
け
ま
す
し
、
何
よ
り
も
一
人
で
も
多

く
の
労
働
者
と
安
全
衛
生
に
つ
い
て
考
え

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
貴
方
も

一
度
、
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

                       

（１）http://www7b.biglobe.ne.jp/~amasafe/html/     2014年 9月 20日                        第 142号 
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 まだまだ暑い日が続いておりますが、皆さまはいかがお過ごしでしょうか。私た

ち安全センターは間もなく第２５回目の総会を迎えます。この一年も定例交流会、

安全と衛生の講演会の取組みを加入労組・団体と共に、着実に進めてきました。 

 安全衛生活動は働く私たちの職場をより安全に・快適なものとしていく具体的な

運動です。近年大きな問題となっているメンタルヘルス不調労災の原因とされるパ

ワハラ・セクハラ・いじめ・いやがらせ・長時間労働等も快適な職場づくりのため

には必ず改善しなければならない課題です。そのためにも現場の労働者が集まる労

働組合の理解と行動が必要です。地道ではあるものの、実効的な取組みをめざして、

第２５回総会を大いに盛り上げていきたいと思います。 

 

 総会後には特別講演「増えつづけるメンタル不調を改善する」を行います。２０

１３年度、精神障害での労災申請件数は過去最高の１４０９件を記録しました。メ

ンタル不調労災はパワハラ等原因を断つ、早期・軽度の内に不調を発見し治療を受

ける、職場復帰できる体制を組む等、複合的な取組みや労働者なかまの気付きが必

要です。職場でパワハラはありませんか？最近遅刻が多い等何か暗黙の訴えを感じ

ませんか？メンタルヘルス不調を理解していますか？ 

 今回は竹村隆太医師にメンタルヘルス不調についての具体的な事例に基づいて予

防策や早目の気付きのポイント、職場復帰に大切なことなどをお話しいただきます。

また今年の６月に成立したストレスチェック制度についても解説いただきます。 

 皆さまのご参加をお待ちしております。（どなたでも参加可。無料。） 

記 

と  き：９月２５日（木）午後６時～８時 

特別講演：「増えつづけるメンタル不調を改善する」 

講  師：竹村 隆太 医師（医療法人 竹村診療所 精神科治療） 

と こ ろ：尼崎市立中小企業センター会議室５０１ 



        

原
発
の
ガ
ン
労
災
認
定 

わ
ず
か
１
３
人 

今
年
の
三
月
、
関
西
電
力
原
子
力
発
電

所
の
三
次
下
請
け
で
働
い
て
い
た
六
二
歳

の
男
性
労
働
者
が
、
昨
年
一
二
月
に
労
災

認
定
さ
れ
て
い
た
と
い
う
報
道
が
あ
り
ま

し
た
。「
悪
性
リ
ン
パ
腫
」
と
い
う
血
液
の

が
ん
で
す
。（
こ
の
病
名
で
五
人
目
） 

報
道
に
よ
る
と
、
原
発
で
働
い
て
き
た

人
に
発
行
さ
れ
る
『
放
射
線
管
理
手
帳
』

の
所
持
者
は
、
約
四
八
万
人
と
い
う
事
で

す
が
、
放
射
線
に
よ
る
ガ
ン
と
し
て
労
災

認
定
を
受
け
て
い
る
の
は
こ
れ
で
一
三
件

目
だ
そ
う
で
す
。 

二
七
年
間
大
飯
、
高
浜
原
発
等
で
配
管

バ
ル
ブ
の
点
検
・
交
換
な
ど
の
仕
事
を
し
、

二
〇
一
一
年
七
月
発
症
し
ま
し
た
。
本
人

の
累
積
被
ば
く
線
量
は
一
六
八
・
四
一
㍉

シ
ー
ベ
ル
ト
、
年
平
均
約
六
㍉
シ
ー
ベ
ル

ト
で
、
年
間
二
五
㍉
シ
ー
ベ
ル
ト
と
し
て

い
る
こ
れ
ま
で
の
悪
性
リ
ン
パ
腫
の
基
準

を
下
回
っ
て
の
認
定
で
す
。 

「
一
定
の
線
量
以
下
で
は
全
く
影
響

が
な
い
と
判
断
で
き
る
『
し
き
い
値
』
は

な
く
、
被
ば
く
線
量
が
増
加
す
れ
ば
、
そ

れ
に
比
例
し
て
発
が
ん
の
可
能
性
が
増
加 

        

二
〇
一
三
・
一
二
・
一
二
神
戸
新
聞 

                  

す
る
一
定
の
確
率
が
あ
る
。」と
す
る
仮
説

が
あ
る
。
放
射
線
防
護
に
お
い
て
は
、
よ

り
安
全
を
期
す
る
た
め
こ
の
仮
説
が
用
い

ら
れ
て
い
る
。（
厚
生
労
働
省
）「
生
涯
発

が
ん
確
率
で
一
〇
万
人
に
一
人
の
濃
度
で

規
制
し
よ
う
と
す
る
と
、
従
来
以
上
に
放

射
性
物
質
の
管
理
を
厳
し
く
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
一
般
人
に
許
さ 

        

れ
て
い
る
年
間
一
㍉
シ
ー
ベ
ル
ト
の
被
ば

く
は
、
一
〇
万
人
に
五
・
五
人
の
発
が
ん

確
率
の
増
加
を
も
た
ら
す
と
考
え
ら
れ
る

濃
度
で
あ
り
…
」（
中
地
重
晴
『
労
働
者
住

民
医
療
』
二
〇
一
四
・
三
）
と
い
っ
た
考

え
の
反
映
と
思
わ
れ
ま
す
。 

か
つ
て
な
い
原
発
労
働
者
の 

放
射
線
ば
く
露
量 

多
く
の
人
の
記
憶
に
あ
る
よ
う
に
、
福

島
第
一
原
発
の
爆
発
・
放
射
能
拡
散
を
防

ぐ
た
め
に
、
二
〇
一
一
年
三
月
一
四
日
か

ら
一
二
月
一
六
日
ま
で
、
原
発
で
作
業
す

る
労
働
者
の
被
ば
く
線
量
限
度
が
一
〇
〇

㍉
シ
ー
ベ
ル
ト
（
五
年
間
）
か
ら
二
五
〇

㍉
シ
ー
ベ
ル
ト
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

こ
の
間
の
緊
急
作
業
に
従
事
し
た
約

二
万
人
の
労
働
者
集
団
を
対
象
と
し
、
そ

の
生
涯
に
わ
た
っ
て
、
固
形
が
ん
、
白
血

病
、
非
ガ
ン
疾
病
、
心
理
的
影
響
と
累
積

ば
く
露
線
量
と
の
関
係
を
追
跡
調
査
し
て

い
く
事
が
六
月
に
厚
労
省
よ
り
発
表
さ
れ

て
い
ま
す
。こ
の
期
間
の
対
象
者
の
う
ち
、

す
で
に
一
七
四
人
が
五
年
一
〇
〇
㍉
シ
ー

ベ
ル
ト
の
基
準
を
超
え
て
お
り
、
ま
た
対

象
者
に
は
驚
く
こ
と
に
二
〇
台
前
半
が
多

い
と
い
う
こ
と
で
す
。
ま
た
、
事
故
後
三

年
間
に
こ
こ
で
働
い
た
三
二
〇
三
四
人
の

う
ち
、
一
五
三
六
三
人
が
五
㍉
シ
ー
ベ
ル

ト
超
被
ば
く
し
て
い
ま
す
。
三
月
一
二
日

午
前
、
一
号
機
の
ベ
ン
ト
作
業
に
突
入
し

三
〇
メ
ー
ト
ル
手
前
で
引
き
返
さ
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
当
直
長
二
人
の
被
ば
く
線
量

は
建
屋
地
下
の
往
復
八
分
だ
け
で
八
九
㍉

シ
ー
ベ
ル
ト
、
九
五
㍉
シ
ー
ベ
ル
ト
に
達

し
て
い
ま
し
た
。
原
発
の
制
御
を
あ
き
ら

め
日
本
の
壊
滅
状
態
を
も
た
ら
す
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
時
も
、
そ
し
て
今
も

体
に
放
射
線
を
じ
り
じ
り
た
め
込
み
な
が

ら
命
を
懸
け
た
作
業
を
続
け
て
い
る
人
た

ち
が
た
く
さ
ん
い
る
の
で
す
。 

現
場
の
第
一
線
が 

職
場
放
棄
し
た
ら
… 

福
島
第
一
原
発
で
大
震
災
の
そ
の
日

か
ら
現
在
ま
で
事
故
収
束
作
業
に
張
り
付

い
て
い
る
ベ
テ
ラ
ン
原
発
労
働
者
ハ
ッ
ピ

ー
さ
ん
。「
作
業
員
が
二
四
〇
〇
人
い
た
ら
、

三
〇
〇
人
は
班
長
が
必
要
で
す
。
た
と
え

ば
、
三
ヶ
月
の
作
業
で
年
間
二
〇
㍉
シ
ー

ベ
ル
ト
の
線
量
限
度
に
達
し
て
し
ま
う
と

し
た
ら
、
年
間
四
つ
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

を
組
ん
で
回
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
、
班
長
要
員
と
し

て
一
二
〇
〇
人
を
長
期
雇
用
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。」（『
世
界
』
二
〇
一
四
・
一
増
） 

お
な
じ
く
原
発
労
働
者
、
北
島
教
行
さ

ん
の
お
話
。「
法
律
的
に
、
有
能
な
労
働
者

が
一
番
被
曝
す
る
作
業
を
す
る
わ
け
で
す
。

技
術
を
持
た
な
い
労
働
者
は
突
っ
立
っ
て

見
る
だ
け
で
す
。
下
手
す
る
と
有
能
な
労

働
者
は
四
年
間
は
働
け
な
く
な
る
わ
け
で

す
。 そ

う
す
る
と
人
海
戦
術
で
や
ろ
う
と

い
う
こ
と
に
な
っ
て
、
下
層
の
労
働
者
が

入
っ
て
く
る
わ
け
で
す
。
そ
の
よ
う
な

人
々
が
、
タ
ン
ク
の
設
置
を
し
た
り
し
て

い
る
わ
け
で
す
。
こ
れ
で
は
水
が
漏
れ
て

当
た
り
前
で
す
。『
ふ
ざ
け
ん
な
』
と
言
え

る
で
し
ょ
う
か
。 

フ
ラ
ン
ジ
と
い
う
配
管
と
配
管
の
間

を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
る
、
職
人
的
な
仕
事
が

あ
り
ま
す
。
大
変
で
す
。
配
管
の
仕
事
と

い
う
の
は
ハ
ン
マ
ー
一
つ
で
傾
斜
を
変
え

る
と
い
う
こ
と
を
延
々
と
繰
り
返
す
作
業

で
す
。
気
の
遠
く
な
る
調
整
作
業
を
、
イ

チ
エ
フ
の
中
で
で
き
る
の
か
、
し
か
も
そ

の
作
業
の
技
術
を
持
た
な
い
労
働
者
が
…
。

当
然
、
水
は
漏
れ
て
し
ま
う
の
は
当
た
り

前
で
す
。」（『
む
す
ぶ
』
二
〇
一
四
・
一
） 

誰
が
見
て
も
、
労
働
者
が
足
り
な
い
ん

で
す
。
労
働
者
を
育
て
、
全
国
の
原
発
か

ら
ベ
テ
ラ
ン
の
人
た
ち
に
応
援
に
来
て
も

ら
わ
な
け
れ
ば
イ
チ
エ
フ
（
福
島
第
一
原

発
）
の
収
束
な
ん
て
絶
対
で
き
ま
せ
ん
。

志
の
高
い
働
き
手
も
一
般
の
労
働
者
も
す

べ
て
低
賃
金
で
長
時
間
被
ば
く
さ
せ
て
、

先
の
生
活
も
健
康
の
保
証
も
し
な
い
。
福

島
第
一
原
発
を
制
御
で
き
る
労
働
者
が
い

ま
足
り
な
い
の
に
原
発
再
稼
働
、
再
稼
働

と
ま
っ
た
く
の
安
全
無
視
で
が
な
り
立
て
、

収
束
作
業
の
志
あ
る
労
働
者
が
み
ん
な
職

場
を
放
棄
し
て
い
よ
い
よ
原
発
制
御
不

能
・
日
本
壊
滅
の
最
悪
の
事
態
。
誰
の
目

に
も
見
え
る
事
に
も
責
任
を
持
た
な
い
国

や
財
界
の
指
導
者
た
ち
、
さ
あ
ど
う
す

る
！ 

（２）                                                 2014年 9月 20日                        E-mail: a4p8bv@bma.biglobe.ne.jp 

東京電力福島第１原発の作業員＝3月、福島県大熊町 


